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博士論文 「中世の歌学と歌学書の研究」要約




















































































定家には 古今集 の注釈書である 顕注密勘 承久三 一二二一 年成立 後『 』 『 』（ （ ） ）、『





























































































































諸伝本は甲乙丙の三類に分類し、甲類をさらに、ⅰ「 或秘書之抄出』単独本 、『 」


















































第十章 冷泉為広の 古今集 研究―広島大学蔵伝上冷泉為和筆 江戸前期 写 古「 『 』 〔 〕 『
今聞書』を手掛かりに―」












第十一章「 古今和歌集聞書〔冷泉流 』考」『 〕
本章では、慶應義塾大学附属研究所斯道文庫編『古今集注釈書伝本書目 （勉誠出』









































、『 』 「 」も重要な地名に関わるものであったが故に 古今集 仮名序に 御門の御始めなり






















。 。 、ったと見られる このような歌学知が説話生成の背景にあったことを確認した また
この説話が口承的に流布することにより 「わがひのもと」を禁制詞とする歌学知も、
同時に広まるものであるということを述べた。
さらに、従来は指摘されていなかった史料を用いて金源三の実像についても考察を
行い、金原三が鎌倉初期に京においてそれなりの知名度を持った金商人であった可能
性を示した。
